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I 連盟党の後退とクアラルンプール

暴動

思いがけないことが起 こった｡今回の総選

挙で与党の連盟党 (AllianceParty) の得票

数が大幅に減った｡野党の伸び様は,予想外

であった｡人びとは興奮 した｡この興奮がさ

めきらないうちに, クアラル ンプールで暴動

が起こったのである｡

5年 ごとに行なわれる国民議会 (Dewan

Ra'ayatl))と州議会の総選挙の投票日は5月

10日であった.投票に時間のかかる東マレー

シア2'(サバ ･サラワク 2州)と1人の立候

*竃谷大学文学部

1)マレーシア連邦の議会制は,英国やインドの制
度をモデルにした二院制である｡上院 (Dewan
Negara)は各州議会の推薦する2名と国王の任
命する各界の代表者32名,合計58名の議員によっ
て構成されるO下院 (DewanRa'ayat)は,1
名定員制の選挙区から直接選挙で選ばれる144名
の代議員によって構成される｡内閣は,下院で多
数を占める政党で組織され,下院に責任を負う｡
上院は法案の成立を一時遅らせるぐらいの力しか
ない｡
2)1966年から,サバ,サラワク2州は束マレーシ
ア,マラヤは西マレーシアと公式に呼ばれるよう
になった｡

補者の死亡によって投票日の延期されたマラ

カ州の 1選挙区 (MelakaSelatan)を除き,

翌11日の夕刻には,大勢はほぼ定まった｡

14年来圧倒的多数を誇っていた連盟党の後

退が特に目立った｡すでに選挙前から野党3)

の得票率の伸びは,あるていど予想されては

いた｡しかし,国民議会選挙の有効投票総数

の半数を上回るほど伸びるとは考えられてい

なかった｡州議会選挙でも,野党はクランタ

ン,ペナン,ベラの各州議会で過半数の議席

を占め,スランゴル州では,与野党の議席数

は同数となった｡野党支持者は,思いがけな

い勝利に沸き返 り,与党は,3人の有力閣僚

が落選,AbdulRahman首相を はじめ とす

る主要閣僚の得票数も大幅に減って沈滞 した｡

サバ州での連盟党系無投票当選者10名を加

えると,連盟党は,すでに国民議会で過半数

の議席 (144議席中76)を確保 している｡し

かし,不敗の連盟党のイメージは一夜のうち

に崩れ去った観のあったことは否定できない｡

AbdulRahman首相の地元ケダー州で行なわ

れた連盟党の戦勝祝賀パーティで,同首相は

選挙結果に失望 したと語った｡この失望は,

マレーシアの父と呼ばれ,選挙運動の第一声

で,今回の総選挙は自分にとって最後のもの

になろうと語 り,引退を示唆して,全国を遊

説 して回った同首相の実感であったに違いな

い011日のマレーシアは,かなり興奮 した状

3)主な野党

PMIP-Pan-MalaysianlslamicParty
かL馬回教党

DAP-DemocraticActionParty
民主行動党

GRM-GerakanRa'ayatMalaysia
民政運動党

PPP-People'sProgressiveParty
人民進歩丁二

PR-PartyRa'ayat 人民党
LP-LabourParty労工党
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表 1 酉 マ レー シ ア 国 民 議 会 ･州 会 選 挙 結 果

(1969年5月13日現在)

会

10 4 5 104
･03*1 282 I 282 1 282

*1名未定
( )の政党は現在はない｡ SF-SocialistFront,UDP-UnitedDemocratic
Party,PN-PartyNegara,MP-MalayanParty

態に置かれたのである｡

特に連盟党の中国人系下部組織である馬華

公会 (MCA)4)は陰放 した｡11日には,ベラ

州中国人商工会議所 の YapYinFah幹事

(元 MCA の広報部長)は,｢TanSiew Sin

会長は辞任すべきだ｣と語っている｡こうし

た MCA 内部 で の突き上げも あって Tan

Siew Sin会長は 13日に,｢MCAは責任を取

って,連盟党の内閣に閣僚を出さない｡従来

通 り連盟党には留まるが,議会活動を通 じて

選挙民の支持にこたえる｡｣と談話を発表 した｡

この談話は,MCA 支持者に とって,新内閣

に中国人系の利益代表者がいな くなることを

意味する｡

クアラルンプールで暴動が発生 したのは,

この談話が発表された13日の夕刻である｡直

4)連盟党 (AllianceParty)は,統一マレー人
国民組織 (UnitedMalaysNationalOrganiza-

tion)と馬華公会 (MalaysianChineseAssO-
ciation),マレーシア･インド人会議(Malaysian
IndianCongress)の三者の連合政党である｡
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ちに非常事態が宣言され,スランゴル,ベラ,

ヌグリスンピラン,ペナンの各州とケダーjll

の南部に,22-24時間の外出禁止令がしかれ

た｡暴動の中心地は,スランゴル州のクアラ

ル ンプールとプタリンジャヤで,14日,ラジ

オは,死者 39名,負傷者 114名,焼却された

家屋14戸,破壊された自動車41台と被害状況

を報 じたが,その数は日を経るにつれて増加

した｡選挙の興奮に代わって,ラジオ放送の

伝える緊急感が暴動拡大の不安を全国に広め

た｡複合民族国家の基盤のもろさが痛感され

た｡

14日の夜には,治安回復のため,ほとんど

無制限の権限が与えられる最高決定執行機関,

国家作戦会議 (NationalOperationsCouncil)

が,政府,翠,警察の代表者によって組織さ

れた.議長には,選挙後,数日の間沈黙 して

いた連盟党の次期党首 と一般に考えられてい

る AbdulRazak副首相が首相によって任命
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された ｡5)

暫定非常時内閣の組閣 もはじめ られたが,

真 っ先に起用されたのは,連盟党のマレー人

系下部組織,統一マレー人国民組織 (UMNO)

の第 3の実力者 といわれ る IsmailbinDato

AbdulRaIlman氏で, 内務大臣に 任命 され

た｡他の閣僚の名は なかなか発 表 され な か

ったが,20日になって,やっと閣僚の名は発

表された ｡6) MCA は,い ち お う非常時内閣

に参加す る ことになった｡再選 された Tan

Siew Sin前蔵相, Khaw KaiBoh前 自治･

住宅相,LeeSiokYew 前教育次官の MCA

の 3人の リーダーには,無任所柏 として特別

の任務が 与え られ る ことに な り, LeeSam

Choon前労働首席次官は,無任所次官に任ぜ

られた｡

私の滞在 しているケダー州のアロルスター

では,何事も起 こらなかった｡ しかし,無気

味な緊張感が漂っていた｡14日からは,新聞

5)国家作戦会議の構成員は,17E]に次のように発
表された｡

TunHjAbdulRazakbinDatoHussein
(副首相)

TunTanSiewSin (MCA 会長)
TunlsmailbinDatoAbdulRahman

(内務相)

TunV.T.Sambanthan (MIC会長)
HamzahbinDatoAbuSamah

(情報 ･放送柏)

TungkuOsmanbinTungkuMollammed
Jewa (参謀本部長)
TanSriMohamedSallehbinlsmail

(警視総監)
TanSriAbdulKadirbinSamsuddin

(公共事業長官)

TanSriGhazalibinMohamedSha瑞e
(外務次官)

Tungkuは王族の敬称｡Tunは一般市民に与
えられる最高勲等 (ordersofchivalry,1st
class)の第1,2位保持者に対する敬称｡Tan

Sriは第3,4位保持者に対する敬称｡Datoは
主に州の sultanによって与えられる1等級,2
等級の勲位保持者に対する敬称である｡しかし国

王によって与えられる2等級 の勲 位保持者 も
Datoと呼ばれる｡

の配達はなかった｡クアラル ンプール とペナ

ン問の交通が止まったのである｡16日には,

どの店に行 っても卵は売 り切れていた｡外出

禁止令が しかれ ることが予想 されて,買いだ

めが行なわれたのである｡

ラジオは,暴動発生後,音楽 とニ ュースと

政府の通告のみ放送 し,15日には,報道管制

が しかれて,16･17日の両 目は,全新聞の発

行が停止された｡政府の要人は, ラジオを通

じて,暴動は撹乱分子によるものであると報

じていたが,具体的に何がどこで起 こったか

については,何 も説明されなかった｡

いろいろな噂が 流れた｡ いわ く,｢反政府

分子が UMNO の本部に火炎ぴんを投げ込ん

で,軍が出動 し,多 くの中国人が殺 された｡

それに怒 った秘密結社員がマ レー人地区の家

を焼 き,路上の自動車を破壊 した｡｣｢中国人

秘密結社員が軍の兵舎から大量の武器弾薬を

盗んだ｡｣｢死者は 500名 ぐらいで,負傷者は

6)TungkuAbdulRahmanPutraAl-Haj
首相,外相,文化 ･背年 ･スポーツ相

TunAbdulRazakbinDatoHussein

副首相,国防相,蔵相
TunlsmailbinDatoAbdulRahman

内務相

TunTanSiewSin 無任所相 (前蔵相)
TunV.T.Sambanthan 逓信相
TanSriSardonbinHjJubir

保健相 (前運輸相)
MohamedKhirbinJollari

商工相,自治 ･住宅相 (前教育相)

Ⅴ.Manickavasagam 労働相,運輸相

HjMohamedGhazalibinHjJawi
農務 ･共同組合相

DatoHjAbdulRabmanbinYa'kub
教育相 (前地鉱相)

AbdulGhafarbinBaba
国家村落開発相,地鉱相 (前無任所相)

DatoGanieGilong 司法相 (前サバ相)
HamzahbinDatoAbuSamah

情報 ･放送相 (前内務次官)

TanSriTemenggongJugahサ ラワク相
Khaw KaiBoh 無任所相 (前自治･住宅相)
LeeSiokYew 無任所相 (前教育次官)
TanSriFatimabbinteHashim 社会福祉相
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1,000名 ぐらいである｡｣｢マラカ では,Tan

SiewSinの家が焼き打ちされた｡｣こんな噂

の真相は突き止めようがなかった｡州政府の

要人ですら真相は判らないと言っていた｡ク

アラル ンプールと北西部の間の航空,鉄道,

タクシーは,14日に止まって20日頃まで正常

な状態に戻 らなかった｡

しかし,暴動がかなり大規模なものである

ことは,ラジオ放送が示唆していた｡いわ く,

｢輸血のために至急献血者を求む｡どこどこ

に電話をすれば卓が送 り迎えをする｡｣｢クア

ラル ンプールの医者は全員待機 していて欲 し

い｡｣｢未連絡の大学病院の医者と看護婦は全

員至急,病院に連絡せよ｡｣｢クアラルンプー

ル市民防衛団員は,最寄りの警察署に至急連

絡せよ｡｣｢福祉省の活動のため,官吏の中か

らヴォランティアを求む｡｣｢軍からすでに除

隊した25才以下の者で,再志願を希望する者

は,最寄 りの部隊に連絡せよ｡｣｢93名のテロ

リス トがマラカで逮捕されたから安心せよ｡｣

等々｡

18日になって,事態はかなり落着きを取り

戻 した｡各地の外出禁止時間も短縮されるよ

うになった｡新聞も配達されるようになった｡

しかし,暴動の具体的な記事は一行も新聞に

載っていなかった｡

Ismail内務相はラジオを通じて,最初,塞

動の原因は野党の扇動によると報道したが,

16日の 夜には,AbdulRahman首相は,ラ

ジオで,すべては共産党のテロリス トによる

ものであるときめつけた｡しかし,17日には

前日の言を取り消 して,同首相は,暴動は左翼

撹乱分子と中国人の秘密結社によって雇われ

た saboteurなどの悪質分子 (badelements)

によって計画的に起 こされたものであると説

明し直 した｡そして ｢当選していたら自分も

殺されたであろう｣というMCAの落選議員

の言を引用して,暴動は中国人同志の対立に

よるものであると示唆した｡さらに,今回の
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選挙で,マレー人は与党の統一マレー人国民

組織 (UMNO)と野党の汎馬回教党 (PMIP)

に2分されたので,悪質分子は,この機会に

騒動を起 こすため,サバ,サラワク両州でも

同じことを計画していることが判明したから,

両州の選挙は延期する,と付け加えた｡

労工党 (LabourParty)をも含めた諸野党

は,いちおう政府の対策に賛意を表明し,協

力すると言明した｡しかし,主な野党の リー

ダーがテレビを通じて国民に訴えるという申

し出は,首相によって拒否された｡22日には,

全政党の機関誌は発行を禁止され,クアラル

ンプール 暴動に ついて報道している米国の

Newsweek と Time誌は,事実を曲げて伝

えているとの理由で,国内での発売を禁止さ

れた｡

5月30日現在までの 被害状況は,死者 177

名,負傷者339名,焼却された家屋135戸,破

壊された自動車116台,逮捕5,680名 (このう

ち悪質分子は1,621名,その他は外出禁止令

違反者,噂流布者, 武器携帯者),また クア

ラルンプールのStadiumNegaraとMerdeka

Stadium -の避難者は約 5,000名であると政

府は報じている｡7)逮捕された者のうちには,

今回の総選挙で当選 した者もいるらしいこと

は,民主行動党 (DAP)や民政運動党 (GRM)

の リーダーの抗議談話から推察される｡

総選挙における連盟党の後退とクアラル ン

プール暴動の二つのでき事は,選挙前には全

く予想されていなかった｡それは突発的なで

き事のようにさえ思える｡しかし,今回の選

挙で野党の得票が大幅に伸びても不思議では

なく,伸びなければおかしいと思われるよう

な事 どもも,いたるところで見聞 された｡

つまり,上記の二つのでき事を突き詰めてゆ

くと,複合民族国家としてのマレーシア連邦

が現在直面 している諸問題が浮き彫 りにされ

7)6月3日現在,死者,負傷者,逮捕者の数はさ
らにふえているが,その数は不明｡
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るように思える｡クアラル ンプール暴動発生

の具体的な経緯は,いまだに判然としない｡

しかし,今回の総選挙で連盟党は,どこでな

ぜ後退したのかを分析すれば,どこに,なぜ

暴動が発生するような緊張状態が横たわって

いたか, ぐらいのことは見当がつこう｡こん

な視角 から,今回の総選挙について,やや詳

細に現地から報告することにしよう｡

Ⅲ マレーシアの政治 (1945-1969)

この国の政治は非常に複雑である｡統一国

家としての歴史が浅 く,複合民族国家として

の性格上,国内政治は,国際情勢や近隣諸国

の政治情勢を敏感に反映 して変化する｡しか

し,第 2次世界大戦後,この国が抱えている

問題は,本質的に変わってはいない｡その辺

の事情をまず簡単に説明しておこう｡8)

マレー半島部は,18世紀の末頃から第 2次

世界大戦の勃発まで,さまざまな形のもとに

英国の支配下にあった｡シンガポール,ペナ

ン地区,マラカは,英国の直轄植民地 (Crown

Colony)であった｡パ-ン,ベラ,スランゴル

とヌグリスンピランは,連邦マレー州 (Fed-

erated MalayStates) として, クアラル ン

プールを中心に,やや直接的な中央集権的統

治下に置かれた｡残るジョホール,クランタ

ン, トレンガヌ,ケダー,プル リスの各州は,

非連邦マレー州 (UnfederatedMalayStates)

として,英国人の adviserはいたものの比較

的自由な形で自治を保っていた｡

この歴史的事実は,現在でもマレーシアが

抱える基本的な諸問題の基盤となっている｡

直轄植民地は早 くから開化したし,連邦マレ

ー州は,植民地経済の重要地域として,主に

19世紀後半から来住 した中国人やインド人労

8)束マレーシアでは,総選挙も終わっていない上,
政治的にも西マレーシアとは,やや異なった問題

をかかえているので,この報告では,西マレーシ
ア (マラヤ)を中心に取り扱う｡

働者によって開発されたO非連邦マレー州に

は,自給 自足的農漁業に従事するマレー人が

多 く,極端な表現をすれば,自治はあったが

放置されていた地域である｡その結果,この

3地域の間には,人口,経済,教育水準の上

で,かなりの地域的格差が現われ,それは現

在でも続いている｡

移民 して来た中国人やインド人は,常に祖

国から教員を補充 して教育を進め,時代の流

れに順応できたが,マレー人には,広い世界

の動きに接する制度も窓口もなかった｡した

がって,マレー人と他の民族との経済的格差

も拡大 していった｡しかも,第 2次世界大戦

を契機に高まった民族主義は,諸民族の距離

感をいっそう強める結果になった｡第 2次大

戦後,マレーシアの政治に一貫 して見 られる

最大の問題は,諸民族問,特に人口の多いマ

レー人と中国人問の力のバ ランスの問題であ

る｡

この民族間の力のバ ランスの問題が,政治

問題として強 く現われはじめたのは,1946年

からである｡その年,英国はマラヤ全州 (シ

ンガポールを除 く)の連合体 (MalayanUn-

ion)の確立を提案 した｡この提案は,各州の

スルタンの権限を弱め,中国人,インド･パ

キスタン人にも平等の市民権を与えるもので

あった｡しかしこれは,ジョホール州政府の

元首相 DatoOnnbinJa'afarを リーダーと

するマレー人の強い反対に出会って廃案にな

った｡

マラヤの中国人は政治に無関心であったと

いわれる｡MalayanUnion案が簡単に廃止

されたのは,そうした中国人の政治に対する

無関心さによるとも言われているが,当時,

すでに活発になっていた中国人を主とする共

産ゲ リラ活動のために,英国人の対中国人感

情は,あまり好ましいものではなかったとい

う事情もあろう｡交渉は主にマレー人となさ

れ,この時に結成されたマレー人の組織が,

233



東南アジア研究 7巻2号

表 2 マ レ ー シ ア 連 邦 民 族 別 人 口 比 (1960)

∴ :;I- -

マ レ ー 人

他 の 土 着 人

インド･パキスタン系･
その他

中 国 人

計

マ ラ ヤ サ ラ ワ ク サ ノヾ

17% ! 6

1

マレーシア

言 '-

8

ll

36

100 i 100
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&WestBorneo,"inMalaysiaed.byWangGanwu,1964,p.177.)の分
析による.1960,1966年の人口は,Monthly StatisticalBulletinof West
Malaysia,Ogos,1968;OjWcialYearBook,1967.による｡

現在の連盟党の主軸 UMNOである｡UMNO

を中心にで き上が った代案 がマ ラヤ連邦

(FederationofMalaya)案である｡

中国人の間にも新 しい組織ができ上がる｡

第 2次世界大戦中には,抗 日活動 に力 を注

ぎ,戦後は英国の復帰に強 く反対 したマラヤ

共産党は,中国本土の政治情勢を強 く反映 し

た中国人 の政党であった｡現在でも,この

党員は Ch'inP'eng を リーダーとして,メ

イ ･マラヤ国境のジャングルに潜んでいると

いわれているが,戦後,共産党のゲ リラ活動

が活発になるにつれて,これに対抗する中国

人団体 MCA が,1949年 に古 くからの中国

人移民で,マレー文化を身につけた富裕層を

中心に組織された｡ リーダーは,マラカ出身

の Tan Cheng Lock (SirCheng Lock

Tan)であった｡MCA は,1952年 の クアラ

ルンプール市会の選挙の時に,UMNOと合体

して,連盟党 (以下 Alliance)を結成 したが,

これが,現在の与党の母体であった｡この母

体に,1955年の総選挙の直前,マレーシア ･

インド人会議 (MalaysianIndianCongress,
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以下 MICと略記)が加わって,現在の Alli-

anceができ上がる｡しかし,Allianceの内

部で常に問題になるのは,組織の力と人口比

の関係上,UMNO とMCA の力関係である｡

マラヤのような複合民族社会では,民族間

の慣習や平均的な経済的地位があまりにも異

なるので,民族共同体の枠を越えた政党を結

成する ことは非常に 困難 である｡この点,

Allianceは,3民族の利害代表による妥協の

産物で ある｡さいわい Allianceは,この妥

協の成立に よき人を 得ている｡UMNO の最

初のリーダー T)atoOnnは,個人的な野心も

あって,非マレー人に対 し非常に寛容な政策

を提案し,下部の突き上げにあって失脚する｡

代わって, 1951年に現 AbdulRahman 首

相が UMNO 党首として迎えられ,Alliance

の総裁となった｡同首相の温和で社交性に富

んだ人柄は,人びとに好感を与え,その決断

力と政策決定のタイミングの良さは,人びと

に信頼感を与え,Allianceを批判する人のな

かでも,同首相を批判する人は少ない｡

Alliance内部の最初の最大の 妥協の一つ
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は,UMNO と MCA の問の妥協である｡マ

ラヤ連邦の憲法草案作成に際して,マレー人

優位を中国人は認める代わり,多 くの中国人

にも市民権を与えるという妥協である｡この

妥協の前提は,中国人はマレー人よりも経済

的に優位にあるという発想である｡現在でも

この前提は変わらない｡今回の総選挙でも,

TanSiew Sin現 MCA 会長は,マレー人優

位の諸政策を中国人は認めねばならないと説

明して いたし,AbdulRahman首相 も,マ

レー人優位の政策は,マレー人が比較的貧 し

いから当然であると説いていた｡

マレー人優位が,どんな形で政治の上に表

現されているかといえば,(1)国家元首,州

の支配者 (sultanと governor),軍や警察の

要職はマレー人に与えること,(2)イスラム

教を国教とすること,(3)1967年を目途にマ

レー語を公用語とすること,(4)公立申学校

以上の学校教育は原則として,マレー語と英

語で行なうこと,(5)独立前までのマレー人

の所有地は,他民族に売却してはならないこ

と,(6)公務員のポス ト,奨学金,商工業部

門のライセンスは,マレー人に優先的 (3対

1の割合)にまわすことなどである｡サバと

サラワクがマレーシア連邦に加入 してからは,

マレー人優先の概念は,サバ ･サラワクの他

の土着民をも考慮に入れて,bumiputra(土

地の子)優先の概念に置き替えられつつある｡

マラヤでの最初の総選挙が行なわれたのは

1955年である｡この選挙は,マ ラヤ連邦 の

独立 交渉 をすすめるための暫定政府担当者

を選出する選挙であった｡この時か ら,戻

Alliance 政党の主張は,上記の UMNO と

MCA の妥協の原則-の批判を基盤にしたも

のであった｡ 1955年の選挙では, Alliance

が完勝 している｡(哀 3参照)

マラヤ連邦独立 (1957)後の最初の総選挙

(1959)では,多少 事情が異なって くる｡選

挙前に,Alliance内部での UMNO と MCA

の対立が強 くなる｡MCA の候補者の数の割

当てが少ないのを不満として,若干の中国人

は MCA から身を引いた｡その中 には,Tan

ChengLockの後を継いで MCAの会長にな

ったペナンの Lim ChongEu も含まれてい

る｡Lim ChongEuの後に MCA 会長に就

任したのが,現 MCA 会長の TanSiewSin

で,TanChengLockの息子である｡ Tan

Siew Sinの努力で,Alliance内部の対立は

解消するが,1959年の総選挙では,Alliance

の得票率は前回の選挙時の79.6%から51.8%

に下落する｡ しかし,野党の戦略がまず く,

Allianceは 104議席中74議席を占める｡

この総選挙から,野党の地域的地盤が明確

となる｡すでに述べたように,マラヤの北部

4州 (プ ル リス,ケダー,クランタン,トレン

ガヌ)では,マレー人人口が比較的多 く,開発

が遅れて いる｡この 地域 では,汎馬 回教党

(以下 PMIP と略記)が強い｡当時の PMIP

党首 Burhanuddinは,かつてのマレー民族

主義政党 MNP(MalayNationalistParty)

の党首であった｡MNP は,社会主義を容認

し,マレー人のためのマラヤ,インドネシア

とマラヤの統一併合という思想の強い政党で

あった｡しかし,社会主義は,イスラム教の

強いマレー人 の問で 受け容れ られず,MNP

は衰退して しまった｡現在 で も PMIPは,

MNPの流れを汲む 政党といわれ,現 PMIP

党首 MohamedAsribinHjMuda(クラン

タン州首相)は,元 MNPの党員であった｡

1959年の総選挙では,PMIPは,北西部 (プ

ル リス,ケダー)では, Allianceに完敗す

るが,北衷部 (クランタン, トレンガヌ)で

は快勝して,州議会でも多数を占めた.

1957年に結成された社会主義政党 SF(So-

cialistFront)が強い州は,ペナン,スラン

ゴル,バハンとジョホールである｡この政党

は, 中 国人系の労工党 LP(LabourParty)

とマレー人系の人民党 PR (PartyRa'ayat)
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表 3 国 民 議 会 に お け る 州 ･政 党 別 得 票 数
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の連合政党である｡社会主義,企業の国営化,

階級 ･民族の平等化を主張して,主に都市労

働者 (中国人)と知識人の支持を得た｡

他の野党で目立つのは,民族間の平等を説

く,ベラの州 政党 ともいわれる人民進歩党

PPP(People'sProgressiveParty)である｡

インド人 兄弟 Seenivasagam を リーダーと

し,ベラ州では,インド人,中国人の強い 支

持がある｡

1955年と1959年の総選挙は,共産ゲリラ活

動のための非常事態宣言下で行なわれたもの

であるから,与党の Allianceには,かなり

有利な条件を伴った選挙であった｡しかし,

共産ゲ リラの脅威も弱まってきた1959年の選

挙では,PMIP と SFが,かなりの伸びを示

している｡1960年には, 非常事態宣言も解除

される｡しかし,1964年の総選挙には,Alli-

anceをさらに有利な 地位に置く外的条件が

あったOそれは,インドネシアのマレ-シア

連邦対決政策である｡この条件は,PMIP と

SF の伸びにはきわめて不利であった｡

1959-1964年のマラヤにおける政治で注目

すべきできごとは二つある｡一つは,インド

ネシアの対決政策の硬化に伴う野党の後退で

ある｡他の一つは,マレーシア連邦の結成に

よって, シンガポールの 政党, 人民 行動党

PAP(People'sActionParty)がマラヤに進

江iしてきたことである0

1959年の総選挙の後に活動を続けた野党は,

PMIP,SF,PPP,国家党 (PartyNegara)9)と

MalayanPartyである｡この ほかに,二つ

の新党が 結成された｡一つは,MCA会長か

ら身を引い た Lim ChongEuを中心にペナ

ンで 1962年 に結成 された 統一 民主党 UDP

(UnitedDemocraticParty)である｡もう一

つは,マレー人優先を主張しすぎて,農相の

9)PartyNegaraは UMNO をやめた Dato
Onnによって1954年に結成されたワンマン政党
である｡

地位を追われた AbdulAzizbinlshakによ

って,1963年に結成された国民議会党 NCP

(NationalConventionParty)である｡この

二つの新党をも含めた野党は, こぞって,

Allianceのマレーシア連邦 結成の方法に反

対していた｡そこで,SF,PPP,PMIP,UDP

を中心､に,AbdulAzizを リーダー として,

1964年の総選挙に備えて,野党連携が試みら

れた｡だが,インドネシアの ｢対決｣が武力

に訴えるほど硬化して くると,野党連携は,

二重の意味において,プロ ･インドネシア的

行動と解され易かった｡マレー人系の野党に

とってほ,マレーシア-の忠誠心を疑われる

元となり,中国人系の野党にとっては,インド

ネシアの中国人追放政策の故に,反中国人的

行動と解される元となった｡この点,中国人

は,anti-Malaysiaである以上に antHndo-

nesiaであった｡

その結果,まず UDPとPPPが野党連合か

ら離脱 した｡さらに,マフィリンド構想(1963)

は,華僑抑圧策と考えられ,野党の足並みは

すっかり乱れた｡PMIPの Burhanuddin党

首,DatoRajaAbubinHanafia副党首は

プロ ･インドネシアの疑 いで逮捕され,SF

の左派 リーダーは,国内治安維持を理由に逮

捕された｡NCPはSFに合流した｡Malayan

Partyの リーダー TanKeeGakや UDPの

有力党員の若干は,MCA に加入 した｡イン

ドネシアの ｢対決｣は,野党の多 くの中国人

を反政府から親政府二-転向させ,1959年の総

選挙時に弱体化した MCA に再び活力を与え

る要因となった｡

しかし,この MCAに,さらに大きな脅威

となる力が,シンガポールで成長しつつあっ

た｡それが PAPである｡シンガポールを含

めたマレーシア連邦の結成は,中国人人口の

国内の比率を高めるとはいえ,それは決して

MCA の立場を良 くするものではなかった｡

もともと,シンガポールとマラヤの併合に
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は,シンガポールの中国人の共産化防止とい

う狙いもある｡PAP党首の LeeKwanYew

シンガポール首相は,PAPの極左 グループ

に痛めつけられていた｡この極左グループは

1961年に,BalisanSosialis(SocialistFront)

を結成 して PAPから分離している｡マラヤ,

シンガポールの併合は,そうした極左グルー

プをマイノリティに押 し込むのに都合がよか

った｡しかし,併合によって中国人人口が増

加すれば,マレー人がマイノリティになると

いう民族間の力関係の問題もあったから,サ

バ,サラワクの連邦加入が同時に必須となっ

たのである｡ブルーネイは,石油の利権もあ

り,ブルーネイ王家は古い格式を誇って,マ

ラヤの諸王家と同格に取り扱われることを好

まなかったので,連邦には参加 しなかった｡

1963年9月16日にマレーシア連邦は発足した｡

その直後, 9月21日に,シンガポール州選

挙が全マレーシアの注目のうちに行なわれた｡

その結果は,MCAの期待を裏切るものであ

った｡社会主義福祉国家を目指し,民族間の

平等権を主張する PAPが快勝 したのである｡

勢いづいた PAP党首 LeeKwanYewは,

豪語した｡｢将来 UMNO は,MCA に代わ

るPAPと連携 しなければならないであろう｣

と｡そして,1964年のマラヤでの総選挙直前

に,1969年における勝利を期して,候補者を

立てることになった｡

1964年4月の総選挙では10),104議席中89

議席を確保して,Allianceは圧倒的な勝利を

得た｡PAPは準備不足も あり,マラヤ に組

織もなかったので,マラヤでは1議席しか獲

得できなかった｡しかし,LeeKwanYewの

弁舌のさわやかさも手伝って,PAPのマラ

ヤ進出は,中国人の政治-の関心を感情的に

高めたことは否定できない｡1964年7月に,

シンガポールとペナン州の BukitMertajam

10)シンガポール,サバ,サラワクでは,間接選挙
が行なわれた｡
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で些細なことから相次いで発生した中国人と

マレー人の衝突が,その傾向を示唆している｡

PAPのマラヤにおける政治活動は,MCA

のみならず,UMNOにとっても一つの脅威

であった｡AbdulRallman首相は,UMNO

はMCAを裏切らないと約束 した｡Alliance

は漸進的に民族間の平等の実現を目指 しては

いるものの,UMNO と MCAの妥協の原則

が,そのままの形で留まっている以上は,覗

実主義的 UMNOと理想主義的 PAPの連携

は考えられないであろう｡事実,PAPの活動

が強まるにつれて,民族間の緊張も高まり,

1965年 8月に,シンガポールは,マレーシア

連邦から離脱させ られている｡

シンガポールの連邦離脱によって,民族間

の緊張は緩和され,またそのような緊張をひ

き起こす分子と見 られる者には,強い措置が

とられた｡1966年以降には,スカルノ大統領

の失脚も目立ちはじめ,インドネシアの対決

政策は弱化していった｡シンガポールの連邦

離脱に伴い,サバ,サラワクでも若干の問題

はあったが,AbdulRallman首相の硬軟両

様の巧みな措置で,連邦崩壊の危機は切り抜

けられた｡フィリピンのサバ領有問題は,ま

だ完全には解決されていないが,東南アジア

の地域的共同の雰囲気が種々様々な意味をこ

めて高まっている上,サバ住民自体が,フィ

リピンより経済のはるかに安定 しているマレ

ーシア-の帰属を望んでいるから,いちおう

この段階で,マレーシア連邦結成-の外部か

らの危機は去ったといってよかろう｡

マレーシアは,その後,経済成長に全力を

注 ぐようになった｡1967年9月には,東南ア

ジア初の製鉄会社マラヤワタがバタワースに

設立された｡農地の開発,稲の二期作化,農業

の多元化,マレ一系農民や中小企業に対する

補助対策が次々に打ち出された｡合弁会社の

設立,外資導入は積極的に歓迎された｡マレ

ー語国語化法案も1967年に国民議会を通過 し,
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学校教育の体制も,Allianceの政策通 り整っ

てきた｡しかし, こうした Alliance政府の

実績は,後述するように必ず しも民族間の緊

張を弱めるのに役立っているとは考え られな

い点もある｡

1964年以後の野党の動きで目立つのは,氏

政運動党 GRM(GerakanRa'ayatMalaysia)

の結成である｡GRM 結成の母体となったの

は,UDPである｡UDPは1962年以来,民族

共同体の枠を越えた政党に脱皮 しようとした

が,その 努力は, あまり成功 しなかった｡

1967年に,SFの穏健左派,マレ一系 知識人

を吸収して,UDPは解体し,GRM が誕生し

た｡党委員長は､シンガポール大学マレー学

の教授 SyedHusseinbinA1-atas高 り委員長

は Lim ChongEu,書記長は元 SF党員の

TanCheeKhoonである｡この役員構成から

見ても判るように,GRM は,いちおう社会

主義福祉国家を目指すものの,マレー人優先

政策は原則的に認める健全野党の立場をとり,

Allianceと PAPの中間的存在である｡

PAPは,シンガポールのマレーシア連邦離

脱後,民主行動党 DAP(DemocraticAction

表 4 州 議 会 に お け

Party)と名を替えて,あまり目立った動き

を取 らなかった｡最も大きな野党の変化は,

SFに見 られる｡SFは,インドネシア の対

決政策の硬化と共に, 多 くの リーダーを逮捕

されて,実質的にマレー系の人民党 PRと中

国人系労工党 LPとに分解 してしまった｡ま

た,LPは,穏健左派の有力者を GRM に取

られた上に,後述するように,1967年末のペ

ナン暴動の際や,1968年末に多 くの党員が,

不穏分子として逮捕されて,1969年の選挙に

候補者を立てることができなくなった｡

Ⅲ 1969年の総選挙結果

マレ-シア連邦の総選挙 (1969)は,まだ

終わったわけではないOサバとサラワク両州

では,交通の俊が悪 く,川に沿ってモーター

ボー トで投票箱を持ち回らねばならないので,

投票の完了するのは,サバでは5月25日,サ

ラワクでは6月7日の予定であった｡Melaka

Selatanの投票日は,5月31日に延期されて

いた｡これ らの投票は,いずれもクアラルン

プール暴動のために無期延期となった｡

しかし,マラヤにおける選挙結果の大勢は

る Jl､t別 与 野 党 別 議 席 数

､､斗- 年 度 1959＼-..･.･.･.･.･..--_I________A_ー___+
州 名 与 富 野

Perlis
Kedah
Kelantan

Terengganu
Penang
Perak

Pahang
Selangor

NegriSembilan
Melaka

Johor

12

24

2

7

17

31

23

23

20

20

28

PMIP28

PMIP13,PN4
SF7

PPP8,PMIP1
SF7

SF3,INDI
SF3

SF3,INDl

与

ll

24

9rPMIP21 11

18 UDP4,SF3 4

35;PPP5 19
24 20

1

35 29

野

PMIP1

PMIP8,GRM2
PMIP19
PMIPll

GRM16,DAP3,PR1
PPP12,DAP6,GR2,PMIP1
PR2,GRMl,INDI
DAP9,GRM4,IND1
DAP8

DAP4,GRM1
IND2,DAP1

[注] 1959,1964年度の数値は K.J.Ratnam&R.S.Milne,TheMalayanParliamentaryEZec-
tionof1964,1967;1969年度の数値は,TheStraitsTimes(1969年5月12日)より｡
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もう定まっている｡その特徴は簡単に次のよ

うにまとめられよう｡

(1)Allianceの国民議会の議席数は,23も

減 り,州議会では,計73議席も減って,その

勢力は大幅に後退した｡(2)PMIPの得票数

は全国的に増加 した｡(3)諸民族の権利の平

等化を主張する DAP と PPPが都市部で予

想外の伸びを示 した｡ (4)GRM が特にペナ

ン州で快勝 した｡ (5)SFがほとんど全面的

に姿を消した｡

上記の諸点について,さらに細か く検討 し

てみよう｡国民議会の議席数では,Alliance

は中国人やインド人の多い都市部で惨敗 して

いる｡これは,Allianceの中の MCA の惨

敗を意味する｡MCA の国民議会の議席数は,

前回の27議席から13議席に減 った｡ベラ州で

は,MCA の 2人の 有力者が落選 した｡Lim

SweeAun前商工大臣は,元 Serdang農業

専門学校講師で,現在農業 に従事 してい る

GRM の候補者 NgHoeHunに4,868票差で

破れている｡NgKamPoh前社会福祉大臣は,

バス会社の職員で,DAP の候補 ChanFu

Kingに 3,774票差で破れている｡

しかし,Allianceの後退が,MCAの敗退

によるとのみ言えないところに,今回の選挙

結果の一つの大きな特徴がある｡得票数や州

議会での議席数の点からすれば,Allianceは

全国的にマレー人の票をも失っている｡投票

AbdulRahman首相

AbdulRazakbinDatoHussein副首相

TanSiew Sin前蔵相

Ⅴ.T.Sambanthan逓信相

MohamedKhirbinJohari前教育相

SardonbinHjJubir前運輸相

Khaw KaiBow 前自治 ･住宅柏

Ⅴ.Manickavasagam 労働相

人口が,前回の200万人から330万人に増加 し

ているにもかかわらず,Allianceの得票総数

は,前回より20万票も減っている｡

UMNO は PMIPの牙城であるクランタン

州を切 り崩すため,選挙運動期間中,Abdul

Rahman首相をはじめに主要閣僚を送 り込ん

で,壮烈な選挙運動を展開した｡そうしても

なお,AllianceはPMIPが AbdulRahman首

相のおひざ元のケダー州を切 り崩 したほどの

成果を挙げることはできなかった｡ケダー州

のみならず,主要閣僚と対立候補との得票差

は下表のように前回より大幅に減少 している｡

SenubinAbdulRahman 前情報･放送相は,

ケダー州にて,PMIPの対立候補に88票差で

破れ,UMNO の中堅 リーダーとして 将来を

嘱望されていた MahathirbinMohamedは,

同様に ケダー州 にて, PMIP の対立 候補に

989票差で落選 している｡

Allianceが国民議会の議席数を前回同様に

確保 した州は,プル リス,パ- ン,ジョホー

ルの3州であるが,この3州でも,Alliance

の得票率は,プル リス63.2%-54.8%,パ- ン

71.1%--60.8%,ジョホール71.7%-67.6%

にそれぞれ減少 している｡

Alliance が,過去14年来 マレー民族の生

活水準向上のために,貢献 してきたことは,

誰も否定できないであろう｡それにもかかわ

らず,マレー人の票をも,Allianceがかなり

1964年度 1969年度 出

10,142 8,925

13,327 7,300

5,933 44

10,680 2,275

13,727 9,486

5,213 1,523

6,099 485

ノヾ

ii

身

IJタ

ハ

ラ

一′ヾ

ケ ダ

一フ

I
-地

-i

-

1

･.i

一

ン

カ

州

I

F スランゴル州
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失った点に,今回の総選挙結果の最も大きな

問題点があるように思われる｡クアラルンプ

ール暴動は,人種対立という形で論議され,

また,この暴動の故に,Alliance勢力のマレ

ー人地域での後退という事実は,軽視されが

ちであるが,おそらく Allianceにとって最

大の衝撃は,UMNO の地盤 として 安心して

いた地域が,PMIPによって切り崩された事

にあったように思われる｡つまり,Alliance

の後過を,MCA の惨敗という形でのみ理解

すれば,マレーシアが国内的に直面している

状況は,正しく理解できないように思われる｡

この点については,さらに後述する｡

野党のうちで,特に目立つのは,PMIPの

得票の伸び様である｡PMIPが確保した国民

議会の議席数は,DAPより1議席 少ない｡

しかし,得票数全体や州議会選挙で獲得した

議席数からすれば,PMIPは,DAPより優

位にある｡その点,PMIPの今回の伸びの特

徴は,それが全国的な現象であったことにあ

る｡PMIPは,マラヤの北東部においてのみ

強いと従来いわれていた｡今回の選挙では,

PMIPは全国的に候補者を立てて選挙運動を

展開した｡まだ十分に全国政党としての組織

も整って いない上に,UMNO と比べれば,

人材や選挙資金もさほど豊かであるとは思え

ない｡とすれば,こうした PMIPの戦略は,

力を分散させ,ある程度の UMNO の地盤は

切り崩せても,PMIP自身の地盤を守る余力

を持たず,惨敗するのではないかというのが

投票前の一般の予想であった｡この予想を見

事に破って,PMIPは,かつての地盤をも取

り戻 し,北西部に橋頭壁を作り,全国的に票

を獲得 したのである｡

マラヤの政治についての文献を読めば,誰

もが共通に思うことは,PMIPは,イスラム

教を中心にした極端に排外的なマレー人の民

族主義政党であるということである｡選挙運

動がはじまる前まで,PMIPについて,そう
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したイメージを持っている何人かの中国人に

私は出会った｡しかし,選 挙 運動中,PMIP

の リーダーの言辞に,私はそうした他民族を

強 く排撃する言葉を見出さなかったどころか,

PMIPのリーダーは,選挙区に PMIPの候補

者のいない地域では,GRM に投票するよう

マレー人に呼びかけ,党員には GRM の候補

者に協力するよう指示さえ出していた｡PMIP

の強い民族主義的性格が簡単に変化するとは

思えないが,この PMIPの変化 は,見逃せ

ない｡つまり,こうしたPMIPの姿勢は,中

国人の中に,PMIPに好意を寄せる者を作っ

たことは事実である｡ある中国人は,PMIP

のこの変化は,PMIPの立候補者に,若い大

学卒の知識人が増加 したことによると説明し

たが,これは当たっているかもしれない｡

しかし,PMIPの強力な支持層は,何とい

っても,マレー農民である｡中でも,中堅自

作農民とイスラム学校の教員や学生である｡

しかし,これだけならば,PMIPの支持票は

あまり伸びなかったであろう｡PMIPの伸び

は,急激にふ くらみつつあるマレー人の新中

間層の支持に依存しているように思える｡

他の野党の うちで,PPPの勝利も予想外

のもので あった｡PPPは,インド系のSeen-

ivasagam 兄弟の個人的な魅力によって支え

られているベラ政党であるといわれていた｡

今回の総選挙前3月には,党首のD.R.Seen-

ivasagam が死亡し, 兄 の S.P.Seenivas-

agam が党首になったものの,PPPは,大幅

に力を失うであろうと言われていた｡PPPは,

ベラでは,国民議会には5名 (インド系 3,

中国系2),州会 には13名 (中国系7,イン

ド系4,マレ一系 2)の候補者を立て,州会

では11名当選すればよいと党首は語っていた｡

ところが,州会では12名(マレ一系 1名落選)

が当選 し,国民 議 会 では, 4名 (インド系

1名落選)が当選したのである｡PPPは,ベ

ラ州では,安定した実力を示した｡しかし,
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依然として,ベラ1州にのみ地盤を持つ政党

である｡

シンガポールの PAP の友党 DAPは,国

民議会での議席が 1から13(10人は中国人)

に飛躍的に伸びている｡この政党が中国人の

支持を得てかなり伸びることは,選挙前から

誰もが予想 していた｡しかし,DAPの選挙運

動は,あまり目立ったものではな く,新聞で

も,派手に報道されなかった｡ペナンとベラ

州とを 除き, 特に MCAの敗退した都市部

で票を得ている｡

GRM は,国民議会に14名,州会に37名の

候補者を立て,前者では8名,後者では26名

の当選者を出している｡特にペナンの州会で

は,24議席中16議席を確保 して,州行政を担

当することに なった｡GRM がペナン州で快

勝 したのほ,おそらくこの政党の穏健な性格

と,後述のようなペナンの土地柄によるとこ

ろが大きいように思われる｡スランゴル州で

も,かなりの票を確保 しているが,対立候補

が Allianceの候補者で あるから,与党-の

不満票を全部吸収したと見て もよいで あろ

う｡

最後に触れておかねばならないことは,礼

会主義 前線 SFについて である.すで に述

べたように,SFは,1964年 の選挙 の際,硬

化したインドネシアの対決のため,覚は分裂

して,穏健左派は脱党 している｡また,極左･

プロインドネシアの リーダーたちは,不穏分

子としてかなり逮捕されたらしい｡その結果,

SFは,実質的にマレー系の人民党 PRと中
国人系の労工党 LPに分裂 してしまった｡

今回の総選挙で PRは州会 には,主 に南

部のパ-ンとマラカ,北部では,プル リスの

マレー人の票を獲得すべ く努力したものの,

さほどの成果を挙げていない｡それは,一つ

には,PRの候補者が主に都市生活者であり,

若いということもあって,マレー人の村落生

活者に訴える力を持たない点にある｡しかも,

表6 人民党PRの州議会選挙結果

州 名 憧 侯蟹 座 当者数

マ ラ ヤ : 15

ヌグリ
ス ンピラン

ノヾ ハ ン 11 2

得 票 数

1,492

16,498

586

10,478

ペ ナ ン 1 1 1 2,390

プ ル リ ス 5

社会主義そのものが,まだ一般にイスラム教

に反するものと受けとられている｡したがっ

て,学校教員の支持は多少あっても,それは,

まだまだマレー人全般の共感と支持を受ける

ものではない｡州議会選挙結果を見てもわず

かの支持 しか得ていない｡

労工党 LPは,今回の総選挙には 候補者を

立てず,ボイコット運動を展開している｡こ

との起 こりは,昨年の11月9日に,｢好単如勺共
産党員｣と呼ばれる者116名の逮捕にある｡ど

こで誰が逮捕されたかは発表されなかったが,

逮捕者の 数は,11月11日には,140名以上に

達 し,さらに60名が 捜 し求められて いると

AbdulRazak副首相は公表 した｡この逮捕

者の巾に,多 くの労工党員が含まれていたよ

うである｡

政府の自書によれば,現在のマレーシアに

は,武力革命を目指す共産党のテロリス ト団

が,タイとマレーシアの国境に潜んでいて,

彼らは労工党 LPと人民党 PRに侵入 しつつ

ある｡1966年10月から,LP と PR の両党に

よって,250もの非合法 デモ が行なわれた｡

1967年末のペナン暴動も,LPの扇動による

ものである｡こうした好戦的共産党員の活動

は,民族間の緊張を高め,イスラム教に反 し,

国内治安を脅かすものである,と政府の自書

は逮捕の理由を説明している｡(TheSunday

Times,1968年11月10日)
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この大量逮捕に抗議して,労工党の2人の

国民議会の議員が辞任し,逮捕された者の釈

放と国内治安維持法の廃止を訴えるため,労

工党は,選挙ボイコットを国民に呼びかける

ことになった｡

労工党の選挙ボイコット運動は,主に都市

部で,ポスターやパ ンフレットで行なわれ,

若干の トラブルを起こし,さらに逮捕された

ものもいるが,このボイコット運動の起 こし

た トラブルの中で,目立ったものの一つは,

4月25日の選挙運動 期間中,UMNO の地元

の広報委員 (マレー人) 1名が,労工党員と

思われる者によって殺された事件である｡こ

のため,ペナンでは,3日間ばかり,1967年

末の暴動の中心地でもあった Jelotong地区

(不良,賭博師の多い地区で,よく喧嘩があ

ると地元民はいう)で, 1日20時間の外出禁

止令が出た｡

政治が民族問題とからんでいる時には,騒

動の波及は,さまざまな噂の流布,扇動と偶

発的な事故によって急速に拡大する｡1967年

末のペナン暴動の折には,ケダー州のアロー

ルスター北西部にも外出禁止令が出たが,そ

れは,ペナンのマレー人が,ペナンで多 くの

マレー人が殺害されているのに,ケダーでは

おとなしくしているのかと,扇動に来たこと

によるのだそうである｡4月のペナン騒動の

時にも,翌日,中国人同志の子供の喧嘩があ

った｡それは,きっそく噂になって,マレー

人が中国人の子供に報復的に暴行を加えたと

伝えられて広まった｡しかし,4月の殺害事

件は,警察の機敏な措置と地元民の協力で,

事件は拡大されずにすんだ｡

しかし,選挙ボイコット運動のからむ トラ

ブルで,選挙後のクアラルンプール暴動と一

脈のつながりが十分あると考えられるものは,

クアラルンプール郊外で起こった-事件であ

る｡クアラルンプールから8マイル北の Ke-

pongで, 5月4日,警官が -労工党員 (中
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国人)を射殺 した事件である｡選挙運動期間

中,警官は休暇も取り消されて,パ トロール

を行なっていた｡Kepongで,午前4時30分

頃, 8-10名の青年たちが,選挙ボイコット･

スローガンを,主要道路の交差点の路上に,

ペンキで塗っていた｡パ トロール警官は,そ

れを注意 したところ,青年たちは,警官に鉄

棒を持って立ち向かって来た｡警官は市場小

屋のかげに逃れて警告したが,なおパチンコ

(catapult)で襲ってきたので,警官は威嚇の

発砲をした｡それで 1人の青年が傷つき,そ

の青年は2時間後,病院で死亡した｡青年は

23才の中国人で,労工党員であると新聞は報

じた｡(TheStraitsTimes,1969年 5月5日)

投票日の前日,この青年の葬送デモが行な

われた｡クアラルンプール の JalanSultan

から Kepongの埋葬地 までの 12マイルの道

を数千人の一団が,青年の棺を中心に葬送行

進を行なった｡その棺は赤い労工党旗で覆わ

れ,32名の婦人が棒の組合せ様のもので棺を

かつぎ,200人 の青年が 棺側に付き添った｡

中国式葬儀に用いられる鐘,太鼓をならし,

｢労工党万歳｣を叫び ながら,JalanSultan

から JalanPetaling,Jalan Yap AhLoy,

Jalan Klyne,Jalan Mountbatten,Jalan

TuankuAbdulRahmanを経て Kepongに

向かった｡事故はなかった｡しかし,投票日

の前日に,クアラルンプールの繁華街には,

このような異常な雰囲気がすでにあったので

ある｡

Ⅳ 選挙結果の意味するものと

首都暴動

今回の総選挙で,おそらく与党にとって最

も大きな衝撃は,MCA の惨 敗 で は な く,

PMIPの伸びにあったように思われる｡

MCAは,その創設 当初から,指導層と下

部会員の問で,組織内統一という問題を抱え

ていた｡初代会長や現会長の Tan父子は,
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古い移民の家柄で,中国語より英語に堪能な

人たちである｡後から移民して来て,中国文

化に強い郷愁を感じている中国人とは肌が合

わないし,MCAの主張は,中国人の中･低階

層には,やや冷淡である.一般の中国人はマ

レー人より経済的に優位にあると必ず しも言

えない段階に来つつある｡したがって,MCA

の主張に不満■を持つ中国人の支持する野党の

伸びは,常にMCA の後退を意味していた｡

ところが,連盟覚の UMNO は,第 2次世

界大戦以来,マレー人の利益擁護のための代

弁者としての地位を確保し,マレー人優先政

策を着実に実行 してきたのである｡そして,

従来 ほとんどの マレー人は,UMNO の ｢立

場｣に異論を唱えるものではないというのが

一般の見方で あった｡この点,UMNO は,

MCA のような組織内統一の大きな悩みは持

っていないし,マレー系の手ごわい野党はな

かった｡しかし,今回の 総選挙 は,UMNO

の立場に不満を持つ者が,マレー人の問にも

少な くないことを明らかにしている｡国民議

会での連盟覚の得票率は,前回の58.5%から

48.5%に下落 しているが,PMIPは14.6%か

ら23.7% に上昇 している｡連盟党の UMNO

の得票率のみと比較すれば,UMNOとPMIP

の比率の差はもっと縮むであろう｡この点は,

UMNO の今後の政治姿勢を理解する上に,

かなり重要な意味を持っている｡言い換える

と,UMNO は今後,マレー人 の支持を 回復

するように努力するであろうが,この努力の

方向に よっては,UMNO の非マレー人 対策

は,さらに高姿勢になる可能性がある｡そこ

で,どういう不満を持っものが PMIP支持

にまわったかを検討すれば,UMNO が今後

両面する問題 も明らかになろう｡

最初に UMNO と PMIPの性格 の相違を

指摘しておこう｡PMIPは,イスラム教を中

心にした熱狂的なマレー民族主義政党である

と喧伝されている｡そうした傾向があったこ

とは事実であろう｡しかし,今回の選挙戦を

通 じて見た場合,マレー民族主義という点で

は,両者に本質的な違いはないように思える｡

UMNO は他民族に対 し寛容で,PMIPは非

寛容であるといわれるが,UMNO の政策 は

決して,中 国人やインド人に寛容な政策とは

考えられないし,また選挙運動中の UMNO

の要人達の PMIP批判 が正 しいものである

とするならば,PMIPは GRM や DAPと密

接に連携 したことになる｡

イスラム教については,PMIP は間違った

解釈をし,保守的であるといわれるが,マレ

ー農民のイスラム教の解釈が保守的であるの

は,村落に見 られる syncretism のせいであ

り,PMIPのせいではないであろう｡UMNO

と PMIP共にイスラム教を尊重することに

は変わりはない｡スルタン制に対 しても本質

的な意見の差があるとは,現段階では考えら

れない｡

また,UMNO は,親英 一辺倒の 政党と解

している人 も少なくない｡しかし,これは,

表面的な見方であり,マラヤ連邦独立交渉以

来の UMNO の立場は,決して親英一辺倒と

は言えない｡UMNO の党の基盤には,根強い

民族主義思想があって,共産ゲ リラの鎮圧と

インドネシアの対決のために,あれほど犠牲

を払った英国に対 して,1966年頃からUMNO

要人の態度は冷淡である｡11)特にUMNOの民

族主義と真っ向から対立するシンガポールの

LeeKwanYew 首相の 考え方,即ち,民族

の平等観に基づ くマレーシアの建設という考

え方に対する英国の好意的態度は,UMNO要

人にとって鼻持ちならないのである｡

民 族 主 義 という観点 からは,UMNO と

PMIP には,本質的な違いは見出されない｡

両者の 最 も大きな ニュアンス の違 いは,

ll)この点については,R.Allen,Malaysia,Pros-
PectandRetrospect,1968.に詳 しい記述があ
る｡
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UMNO が資本主義的であるのに対 し,PMIP

には,社会主義を容認する傾向がある点にあ

る｡この点 は,PMIPの現党首 Mohamed

Asriクランタン州首相の 言葉からも判る｡

かつてのマレー民族主義政党 MNPの PMIP

への影響は,この点にも見 られる｡

こうした UMNO と PMIPの違いは,両者

のマレー人対策の在 り方についての意見にも

見 られる｡たとえば,UMNOは,マレー人の

ために,今まで,M$430,000を費 やして,

4,000ものモスクとスラウ (小礼拝堂)を政

府の手で建ててきたと誇る｡しかし,村人は,

そうしたモスクは選挙用であるといって,い

っこうに感激している様子がない｡これに対

し,PMIPは,モスクは,村人が自らの力で

建てるべきもので,政府のやり方は正道では

ないと批判する｡

それに,UMNO の候補者の 大部分は,知

的水準,生活環境,経済水準において,一般

マレー人とは,およそ次元の異なるメ トロポ

リタンである｡村人とひざ突き合わせて語 り

合う議員ではない｡モスクや学校の落成式に,

随員を連れて大型車に乗ってやって来る UM

NO のエ リー トに対 して,一般のマレー人は

距離を感じても,親近感や信頼感は持ちそう

にない ｡

この点で注意を向ける必要があるのは,マ

レー人の社会観である｡日本などと比べれば,

マレー人の間では,分際の観念が非常に弱い｡

マレーシアは,士農工商の身分意識を確立 し

た封建時代を経ていないし,だいたいにおい

て家柄や家格の観念が非常に弱い｡したがっ

て,相互の間の嫉妬や競争心は非常に強い｡

こうしたマレー人には,AbdulRahman首

相のような王族出身の政治家は別であるが,

他のエリー トは高慢に見えるのであるo

農村開発のためにできた道路上を大型車で

走る政府要人や高官と接する機会が増加する

につれて,一般マレー人は,彼 らの問に大き
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な格差を感じ,日がたつにつれて,焦燥感と

挫折感を深 くする｡だから,UMNOのやり方

は,資本主義的であり,経済力のある中国人

と共に利益をむさぼる方法であるといわれる

と,一般のマレー人は,実感としてその説に

共鳴し易い｡

マレー人の生活向上のために果たした UM

NO の役割は,高 く評価されるべきものであ

る｡まだまだマレー人には貧 しい農民はいる｡

しかし, 多くの農民は,UMNO の政策によ

って,実際に多 くの利益を得,かなりのマレ

ー人は,官吏,教員,警官,軍人となって,社

会経済的地位は高まったのである｡それにも

かかわらず,こうしたマレー人の票をUMNO

が失った事を説明する要因は,上記の格差以

外にない｡

事実,村落における強硬な PMIP支持者

は,自作中堅農家である｡しか も,今回,

PMIPの多 くの支持票は,マレー人の下級官

吏や教員からまわっている｡これらの層は,

UMNO の政策から,最 も多くの利益を受 け

つつある層である｡しかも,彼らの得る利益

は,決して小さなものではない｡

たとえば,ケダー州の農務部の官吏の初任

給は,表 7の通 りである｡DivisionIは大学

辛,DivisionIIは農業専門学校卒 (20-22

才),DivisionIIIは中学校卒 の初任給 であ

る｡DivisionIIIは, 6-12カ月の見習い期

間の給与である｡この期間が済めば,もっと

よくなる(M$120-130ぐらい)｡生活手当の

額は,結婚すれば もっとよくなる｡Division

IIの給料は,日本円に換算すれば,6万円以

上である｡しかも,米価が日本の3分の1で

あることを思えば,この給与が形質とも悪 く

ないものであることは明瞭である｡

だが,その格差が目立つ｡しかもこの格差

は,停年まで続 く｡分際の観念の比較的弱い

マレー人的思考様式からすれば,こうした格

差は,心理的に耐え難いものである｡あるマ
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表 7 Kedah州 農 務 部 官 吏 の 初 任 給 (1969年)

Initial

Salary

(Basic)

DivisionI M$554

1DivisionIII; M$109

Costof

Living
Allowance

90.00

75.00

13.10

レー人青年は,独立後,政府は植民地時代の

横割 りの格差を,そのまま残 していると情感

をぶちまけていた｡給与格差のあまりない現

在の日本から見れば, この青年の憤衝は無理

もないように思える｡

かつての日本にも,こうした格差の強い時

代はあった｡しかし,同時に日本には,根強

い分相応の観念 もあった｡マレー人の場合に

は,それが非常に弱い｡だか ら,一般のマレ

ー人の そうした不満が PMIPの大量得票と

なって表現されたとしても不思議ではない｡

ただ,マレー人で あ る以上,UMNO のマレ

ー人優先政策に異論を唱え る者 は少 ない｡

UMNO に不満はもっていても,対異民族の

態度の問題になれば,UMNO に同調する者

も少な くないであろう｡この点に,UMNOに

不満を持つマレー人の性格が見 られ,UMNO

の政治に対する姿勢が,今後どうなるかとい

う分岐点が見出される｡

DAPとPPPの票の伸びも,上に指摘した

格差について不満を持つ者の支持によるとも

言える｡しかし,DAP と PPP の支持者は,

中国人かインド系住民がその大部分を占める｡

彼 らの政府:批判には,もっと基本的な問題が

横たわっている｡

マラヤ連邦が独立 して今年は12年目である｡

この間,政府要人は,マレー人以外の諸民族

に,マラヤ (1963年からほマレーシア)に対

する忠誠心を強調 してきた｡マラヤで生まれ,

Housing
Allowance Total

(AlorStar)

90.00 734.00

52.50 507.50

24.00 146.10

マラヤで育ってきた若い中国系やインド･パ

キスタン系住民は,マレーシアを祖国と思う

ようになってきているoマレーシア複合民族

国家建設は成功しつつあるように見える｡だ

が,一国としての国民意識の高揚は,同時に,

国民としての平等の権利意識をも高めること

になるのは,自然の成 り行きであろう｡DAP

や PPP の伸びは,こうした 国民の要求の強

さを反映 している｡だが,この要求にどう答

えるかは,現在のマレーシア政府にとって,

上述のマレー人の不満層にどう対処するかと

いう問題とからんで,難 しい問題である｡

この点,GRM の得票 の伸びは,DAP と

PPPと同じレベルに置いて語ることはできな

いであろう｡GRM は,社会主義を目指 しては

いるものの,いちおうマレー人優先の政策を

是認 している｡しかも,GRM が特に伸びた

のは,ペナン島である｡ペナン島は,かつて

自由港として栄え,また今後も観光地として

発展する以外に町を伸ばす方法のない中 ･小

実業家 の多い と ころである｡対岸の But-

terworth には,マラヤワタ製鉄所 もあり,

この地は,将来工業地域として発展する可能

性もある｡しかし,現在のところでは,ペナ

ン州では,ペナン島の商業活動に従事してい

る者が,職業別人口からすれば,はるかに多

いであろう｡そうした土地柄の故に,過激な

行動は敬遠される｡首都暴動による外出禁止

令のために,被害を受ける者は少なくない｡
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経済事情が悪化 しない限り,ペナンでは,

GRM のような比較的穏健な政党が歓迎され

る｡

以上が,マレーシアの今回の総選挙結果の

分析であるo今回の選挙結果は,マレーシア

の国家建設の成功は,DAPや PPPの伸びに

見 られるように,中国系,インド･パキスタ

ン系住民の国民としての平等の権利の要求の

高揚に結びついていることを示 している｡他

方,マレー人の問でも,経済的格差に強い不

満があることが示された｡この不満を持つ層

は,いまだ中国人を scapegoatとしたて易

い｡経済的格差を本質的に解消することが困

難であれば,マレー民族の利益擁護の代弁者

と自ら認める UMNO のマレー人優先政策は,

マレー人の不満層を吸収するために,硬化す

る可能性はある｡MCA の惨敗と首都暴動は,

UMNO が政治権力をいっそう強 く握る機会

を提供 している｡暫定 内閣の要職は UMNO

の手中にある｡力による治安の回復は,急速

に平常の状態を取 り戻すための有効な一つの

方法であるかもしれない｡軍や警察は補強さ
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れつつある｡しかし,マレーシアのような複

合民族社会で,それが国民の信頼感を回復さ

せる方法であるかどうかは疑問に思われる｡

野党の リーダーたちの協力の申し出は,今の

ところ拒否されている｡中国人の不安感は高

まりつつある｡極端な反政府的行動に身を投

ずる中国人も出て来る可能性もあろう｡ベ ト

ナムでの米軍の撤退は,ジャングルに潜む共

産党員を元気づけることにもなろう｡外出禁

止令は,なかなか解けそうにない｡首都暴動

は,いろいろな意味で,マレーシアの今後の

国内問題の難 しさを予告しているように思わ

れる｡

[付記] ペナン州では,GRM 政権が非常

事態下に発足し,LimChongEu氏が首相と

なった｡ベラ州では,GRM が中立 を宣言し

たため,野党の連立政府はできず,Alliance

州政府が樹立された｡束マレーシアの選挙に

ついては,マレー人以外の原住民族もからん

で,民族間の利害対立 も複雑であるから,事

態がよほど回復 しなければ,選挙を行なうこ

とは困難のように思われる｡

(1969年6月3日,アロールスターにて)



イ ン ドネシア

国立生物学研究所だより

両 国 勇*

インドネシアの首都ジャカルタから車で南

-約60分,左手前方にゲデーパ ンゲランゴ山

塊,右手にサラック山 (2211m)の秀麗な姿

がみえる所にボゴールの町があります｡

この町に下宿してすでに半年近 く,といっ

てもほとんどは調査旅行にでている関係上こ

こに腰を落ち着けているとはいえませんが,

それでも旅から帰って くるとなんとな くほっ

とするのはすでにかなりなれたからでしょう｡

私の下宿は,ジュンバタンメラとよぶボゴー

ル最大のショッピングセンターよりベチャで

約10分の所にあり,まわりは同じ型のもと官

舎がならび,前庭にうえられたアガチスの大

木を通 してサラック山が目の前にみえます｡

すでに60才をこえた老夫婦が管理している

この下宿には私以外にインドネシア人の学生

3人,病院につとめる女性 1人,老夫婦の甥

が 1人同宿 しています｡私の部屋は10畳 くら

いの広さで窓がないため少 々暑いのが欠点で

すが,たえず持ち込むサンプルの置場が広い

ので 便利 です｡家賃 は ひと月 3食 つ きで

8,000ルピア,調査にでて 1月食事をしない

場合は 5,000ルピアの契約ですが,調査にい

*京都大学大学院農学研究科 (森林生態学)

っても結局全額支払うことになります｡イン

ドネシア入学生の通称相場が 5,000ルピアと

いいますからそんなに高 くもありません｡む

ろん,ジャカルタやボゴールで日本人の住ん

でいる家からくらべるとはるかに見劣 りはし

ますし,食事もそういいとはいえませんが,

何をしても気楽であることがいいのです｡そ

れに,たえず部屋-やって くる同宿人としゃ

べるのは楽しいことです｡機動性を考え, 単

車を 1台買って, ボゴールにいる時は毎 日こ

の下宿から研究所へ通っていますOボゴール

の町の[巨L､には植物園があり,隣接してボゴ

ール宮殿,そしてそのまわりに主に生物学系

統の大学,研究所がちらぼっています｡学術

都市といわれるだけあってこういった研究所

の数は多 く,主なものだけで33,教育施設な

どを含めると50近い数になります｡その中で

も伝統的にここの中心をなしているのが現在,

国立生物学研究所とよばれる植物園を中心に

した研究組織なのです｡

ボゴール国立生物学研究所

ボゴールといえば KebunRayaというく

らい,ここの植物園は有名です｡ジャカルタ

から近いことと,ここ以外にあまり見る所が

ないこともあって,たえず客があります｡平

日は外国人および特別許可をもった者以外入

場できず,一般に公開されるのは日曜日だけ

です｡この理由は日曜日の雑踏をみるまでは

わかりませんでした｡もし毎 日開放したら1

遇問でこの美しい植物園も荒廃に帰するであ

ろうと思われるくらい,日曜日の群衆はもの

すごく,よく木に登り,花をとり実を投げ技

を折っています｡平 目にくる外人客はたいて

いジャカルタから車できて,さっとひとまわ

りするだけで,園内を散策する人などほとん

どありません｡植物園を車でみてまわるとい

う愚劣な行為に加えて,そういう人間に限っ

てこの植物園はあまりよくないなどといいま
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写真 1 ボゴール植物園

すから,私は近頃ますます車族嫌いになって

います｡16,000点もの植物を擁するこの植物

園のよさは1度や2度きてわかるものではな

いでしょう｡150年の伝統と数多い研究者に

よってつちかわれてきたこの広大な200エー

カーの園内のうっそうたる景観は長 くいれば

いるだけ味わい深いものになります｡

私の所属するのは,LembagaBiologiNa-

sional(LBN)とよばれる国立生物学研究所

で,これは大統領直属で 内閣と同列の Lem-

bagallum PengetahuanIndonesia(LIPI,

IndonesianInstituteofSciences)に属 し

ます｡LIPIに所属する研究所はこのLBNと

自然科学関係二つ,科学技術関係六つ,社会

科学関係二つの合計11の研究所があり,主に

ジャカルタ,ボゴール,バンドンにちらぼっ

ています｡

LBNの下に現在五つめ付属研究機関があり

ます｡すなわち,LembagaPenelitianBotani

(InstituteforBotanicalResearch),Herba-

rium Bogoriense,Meseum ZoologlCum B0-

goriense,LembagaPenelitianLant(Insti-

tutefor Research on Marine Biology),
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KebunRayaで,このうちジャカルタにある

LembagaPenelitianLantを除いてすべて

ボゴールの植物園内およびそのまわりにあり

ます｡私がたえず出入 りするのは,これらの

うちの KebunRayaと Herbarium Bogori-

enseです｡LBN に属するということは自動

的に LIPIの世話をうけることになり,した

がってビザの延長手続き,通関手続きなどに

関しては LIPIの国際部が書類をつ くってく

れます｡

LBN の Directorは Prof.Dr.OttoSoe一

marwotoで,彼は本来は植物生理学者とし

てカリフォルニア大学で Ph.D を と り,帰

国後,前 Directorの Ir.Soetomo(現在,

主に植物生理学 方面の研究をおこなう Lem-

bagaPenelitianBotaniの Director)のあ

とをうけて,LBN のきりも りをおこなって

います｡彼は同時に SEAMEC (SouthEast

Asian MinistersofEducation Council)

の ReglOnalCenterforTropicalBiology

(BIOTROP)の Directorとして その組織づ

くりに余念がありません｡彼の忙しさは実に

殺人的で,たえずタイ,マレーシア,シンガ

ポールの会議に往復しています｡

KebunRayaの園長は-ワイ大学 Ph.Dの

anatomist,Dr.Didinで,彼はまた LIPIの

SecretaryDjenderalとして火曜日以外は毎

冒,ジャカルタの LIPI本部へかよっていま

す｡したがって,KebunRayaの実務は副園

長格の Ir.Salehがとっています｡彼もアメ

リカのフロリダ,ルイジアナ両大学で園芸を

学んだ人です｡

KebunRayaに職をもつ人は,大部分園内

にある小ざれいな官舎にすんでいます｡また

ゲス ト-ウスもあって, Directorの許可の

もとに滞在できるようになっています｡植物

園は ボゴール 以外に Tjibodas,Purwodadi,

Bali,Padangの4カ所あり,これ らもすべ

て LBN の管轄にあります｡
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ボゴールへきて最初に Herbarium で会っ

たのは Dr.Prijantoでした｡彼は28才,イ

ギ リス Edinburgh大学 で Ph.D をとり,

その後ス トックホルムへわたって Prof.Ert-

mandに師事して pollengrainの研究をお

こない 1968年の2月 帰国して 以来,Forest

Researchlnstituteにつとめるかたわら,毎

R Herbarium で,自分の研究をしていまし

た｡中部ジャワ出身の彼も,すでにインドネ

シア国籍になっているオランダ人分類学者

Dr.Kostermansの数多い養子の一人です｡

Dr.Kostermansはインドネシア中 からめぐ

まれない優秀な子供を見つけてきては養子に

し,それぞれの性格にあった道に進ませてい

る60才のタカのようなするどい目をした老大

家で,彼の養子はすでに30人を越しています｡

その中には現在,Herbarium の Curatorを

している Dr.Rifai,ここの出版物 Reinwar-

dtiaの Editorで--バー ド大学をでた Dr.

Soegeng,バ ンドン工科大学の生態学者 Dr.

Soeriaatmadja,マレー大学に講師 と して滞

在 している Dr.Soepadmoな どがいます｡

Dr.Kostermansの家にはまだ中 ･高校生の

はつらったる少年が数人いますが,これらの

少年達の養育費をかせ ぐために,彼は 1-2

年に1度は海外-客員教授としてでかけます｡

インドネシア- くる前に立ち寄ったマレー

大学で Dr.Soepadmo に聞いた最初の名前

が Dr.Prijantoであったこと以来,私 と彼

とはたえず会って議論し,彼の豊富な調査経

験をもとに,われわれの今後のプランを共に

たてていたところ,突然,彼がマカッサルで

交通事故にあって亡 くなったと聞いた時はい

っしゅん,我が耳をうたがいました｡彼はオ

ース トラリアからの2人の FAO調査員を案

内してスラウェシへ Eucaly♪tusの調査にい

った帰 りに事散にあい,彼とオース トラリア

人 1人は即死,もう1人は意識不明の重態と

いうことでした｡

写真 2 チ ボ ダス高 山植 物 園

個人的に最良の友人を失った悲 しみはもち

ろんのこと,インドネシアにとってもまたイ

ンドネシア-今後やってくるであろう調査隊

のためにも彼の死は大きな損失であることに

まちがいありません｡それは彼がインドネシ

アでは実に数少ない動ける身の人間だったか

らです｡ボゴールだけでもアメリカやヨーロ

ッパで教育をうけた優秀な学者は相当みられ

ますが,その大部分が本来の研究に従事せず,

ただ administrationにのみ時間を とられて

いるのが現状です｡そういう中にあって Dr.
Prijantoは数少ない実験材料と,ほとんどな

いに等しい研究資金の悪条件のなかで,いつ

もこつこつと研究していました｡本来の仕事

がおわっての帰りに Herbarium -寄 り,自

分の研究を地道につづける彼の姿がみられな

いのはさびしいことです｡

ウジュン ･クロンの自然

ジャワ島の西海岸につきでた半島とその先

にあるパナイタン島およびその周辺の島々を

含めてウジュン･クロンと称し,自然保護区

域としてインドネシア林野総局自然保護野生

動物管理課の厳正な保護がなされています｡

ここはジャワの低地で唯一 といっていい原生

林の保護されている地域であり,その41,120

-クタールにおよぶ地域にはジャワサイ, ト

ラ,野牛,シカ,クジャクなど数多 くの動物
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写真 3 ウジュン･クロンのジャワサイ

が棲息しています｡この地域がか くも厳重に

保 護 され て きて い る理 由 は ジャワサイ

(Rhinocerossondaicus)が現在では ここだ

けにしか棲息しないことによります｡

この地域は1921年にはじめて厳正自然保護

地域 として指 定 され,1967年 に は WWF

(WorldWildlifeFund)が調査隊を送り,

すでに30頭に満たないジャワサイ保護の必要

性が再認識され,保護がより強化されつつあ

ります｡すでに WWF は地域内のプチャン

島に調査基地を設け,サイの密猟を見張る要

所要所に人をおいて万全を期しています｡本

来は林野総局がここの管理を行なうのですが,

現在の ところ WWF がすべてを動か して

いる形になっています｡この任務をまさにつ

っぱしるサイのごとく遂行するのがスイス ･

バーゼル大学の Prof.Dr.Schenkelです｡

彼の専門は AnimalBehaviorで,すでに

束アフリカでサイの研究をおこなっており,

その後こちらへやってきたわけで,1967,68

年に各々7カ月間このウジュン･クロンに滞

在 し,ジャワサイおよびここに棲息する動物

の生態を研究し,それをもとに,実際的なサ

イ保護の方策をたてています｡彼によります

と,この地域に棲息するサイの数は20頭から

30頭,そしてこの1年間に2-3頭のわりあ

いでふえているから,このままの状態,つま

り密猟がない状態が続けば,地球上で最も棲
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息数の少ないこの貴重な動物も生存しつづけ

ることができるだろうということです｡彼と

ともに,バーゼル大学の動物学教室の学生も

やってきてすでに専門分野を研究 し,今年の

予定としては,サルと野牛の研究に半年ばか

り2人の大学院学生が くることになっていま

す｡

珊瑚礁にかこまれた美しいプチャン島から

約 500m先にウジュン･クロンの半島部があ

り,最高峰のパユン山は深い原生林におおわ

れています｡しかし,低地林およびプチャン

島の森林は1883年のクラカタウの爆発の影響

をうけたため,それ以後の比較的新 しい森林

です｡その低地に繁茂するサラック,ロタン

などのヤシ類の トゲはものすごく,人の通行

を許しません｡ 1カ所だけある草原には展望

台が作られ,草原にあそぶ野牛やクジャクな

どの生態が観察できます｡森の中を歩いてい

ると30m くらい前を クジャクが歩いていた

り,また突然薮から野牛がとび出したり,野

豚がにげていったりします｡また実際に姿は

みせませんでしたがサイの足跡やぬた場には

度々出会います｡宿舎のあるプチャン島には

鹿が棲息し,夜になると森からでてきて宿舎

前の広場で草を食べます｡われわれは食料獲

得のため,毎夜プラウにのって夜釣りにいく

のですが,日本では魚などつれたことのない

私にも1晩で大小10匹くらいつれます.熱帯

の海はあくまで青 く,珊瑚礁のまわりを実に

様々な原色の魚がおよぎたわむれています｡

ボゴールから半日車で西海岸のラブアン-,

ラブアンから約 8時間の船旅でつ くこのウジ

ュン･クロンはまさに熱帯の自然をそのまま

残 しているといえるでしょう｡

熱帯植物を研究する目的でこの国にやって

くる植物学者はチボダス高山植物園で山地林

をみて,ボゴールで膳葉を調べ,そして,檀

地林としてはサバ,サラワク-いきます｡カ

リマンタンやスマ トラの低地林では2-3カ
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月ではとても効率よく仕事ができないため,

すでにかなり仕事がなされ,主にイギ リス人

を中心にした基地もあり,有能なガイ ドもい

るマレーシア側-いくわけです｡

今年の10月から3カ月の予定でおこなわれ

る BritishMuseum のスラウェシ調査 も,

すでに計画がおこって10年になるといわれま

す｡発起人の Dr.Kostermansによれば,ス

ラウェシを選んだ大きな理由は未調査地域で

あることはもちろんだが,それ以上に現地関

係者を個人的によく知っていたからだといい

ます｡おそらくこれはこの国全体を通 じてい

えることで,外領へい くのは他国-い くに等

しいという言葉もうなずけます｡

ウジュン･クロンはかつてはライフ誌に紹

介されたり,ユネスコ調査隊がきたりしまし

たが,現在は,WWF以外はあまり訪れる人

もないようです｡ということは,もし WWF

がここの保護から手をひけば,また昔の状態

にもどり Dr.Schenkelが懸念するようにジ

ャワサイは絶滅する可能性が充分にあります｡

このウジュン･クロンと同様に,ジャワのも

う一 つの自然保護地,チボダス植物園を中心

にしたゲデーパ ンゲランゴ山塊も,厳正保護

地に指定されていないす ぐ近 くのrl｣すそがす

でに材木業者によって伐採され,頂上-むか

ってのびてい くのがみえます｡日本でさえも

原生林保護があれほどむつかしいのに,まし

てやこの国ではよほど力を入れて自然保護と

いう観念をうえつけ,制度にはめこまない限

り徹底することはむつかしいでしょう｡

おそらく生物学のあらゆる分野において,

最も重要でかつ興味深いと思われるこのイン

ドネシアが政治的な理由で各国の科学者に敬

遠されているのは実に残念なことといえまし

ょう.国立生物学研究所を中心にしたスタッ

フの努力によって,最近特に国際協力による

運動が盛んになりつつあります｡この国が今

までのような困難なしに能率よく仕事ができ

るようになるのもそう遠いことではないよう

です｡

なお,本稿の写真は国立生物学研究所の好

意により提供されたものです｡
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